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藤
原
基
俊
・
忠
通
の
贈
答
詩
歌

―
―
光
覚
の
竪
義
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）
―
―

北　
　

山　
　

円　
　

正

一

　

平
安
後
期
の
歌
人
か
つ
詩
人
で
あ
る
藤
原
基
俊
は
、
左
衛
門
佐
を
最
後
と

し
て
官
途
を
去
り
、
そ
の
ま
ま
生
涯
を
終
え
た
。
恵
ま
れ
な
か
っ
た
人
生
で

は
あ
る
が
、
歌
人
と
し
て
は
、
源
俊
頼
と
と
も
に
当
時
の
歌
壇
を
領
導
す
る

第
一
人
者
で
あ
っ
た
し
、
詩
人
と
し
て
も
幅
広
い
交
流
を
持
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
文
人
と
し
て
の
実
力
は
貴
顕
に
も
認
め
ら
れ
、
長
く
摂
関
の

地
位
に
あ
っ
た
藤
原
忠
通
と
は
詩
歌
を
通
じ
た
関
係
を
築
い
て
い
た（
１
）

。
忠

通
は
早
く
か
ら
詩
歌
へ
の
関
心
が
強
く
、
自
ら
詠
じ
る
―
―
詩
集
『
法
性
寺

殿
御
集
』
・
歌
集
『
多
田
民
治
集
』
が
残
る
―
―
の
は
も
と
よ
り
、
す
す
ん

で
歌
会
・
作
文
会
を
開
催
し
て
お
り
、
歌
人
・
詩
人
ら
を
庇
護
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
基
俊
は
忠
通
邸
に
召
さ
れ
る
文
人
の
一
人
と
し
て
近
侍
し
て
い
た
。

そ
の
中
で
忠
通
は
、
『
長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
合
』
の
制
作
と
い
っ
た
、
基

俊
の
文
事
面
で
の
実
力
を
見
込
ん
だ
依
頼
を
し
て
い
る
。
一
方
基
俊
は
、
政

界
の
首
座
に
あ
る
忠
通
に
便
宜
を
願
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
子
息

光
覚
に
つ
い
て
の
依
頼
で
あ
っ
た
。
子
の
将
来
を
思
う
親
心
が
、
自
ら
の
家

集
『
基
俊
集
』
Ⅱ
（
私
家
集
大
成
）
か
ら
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
次
の
と
お

り
。

        　

 

光
覚
竪
義
請
、
進
殿
下
（
光
覚
が
竪
義
の
請
ひ
、
殿
下
に
進

た
て
ま
つる
）

　
　

 

こ
こ
の
へ
の
沢
に
鳴
く
な
る
葦あ

し

鶴た
づ

の
子
を
思
ふ
声
は
空
に
聞
こ
ゆ
や

 

（
46
）

　
　
　
　

御
返
事

　
　

 

よ
そ
に
て
も
子
を
思
ふ
鶴
の
鳴
く
声
を
あ
は
れ
と
人
の
聞
か
ざ
ら
め
か

は 

（
47
）

　
　
　
　

 

九
月
尽
日
、
惜
秋
言
志
詩
進
殿
下
。
光
覚
竪
義
事
、
有
御
約
束
遅

遅
比
、
し
め
ぢ
が
原
の
と
被
仰
。

　
　
　
　

 

（
「
九
月
尽
日
、
秋
を
惜
し
み
志
を
言
ふ
」
の
詩
を
殿
下
に
進
る
。

光
覚
が
竪
義
の
事
、
御
約
束
有
る
も
遅
遅
な
る
比こ
ろ

、
「
し
め
ぢ
が

原
の
」
と
仰
せ
ら
る
）

　
　

九
月
尽
日
陰　
　
　

九
月
尽
日
陰く
ら

し
、

　
　

惜
秋
惜
老
惜
陽
沈　

 

秋
を
惜
し
み
老
い
を
惜
し
み　

陽ひ

の
沈
む
を
惜
し

む
。
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金
商
依
例
雖
帰
著　

金
商
例
に
依
り
て　

帰
り
著つ

く
と
雖
も
、

　
　

 

紅
葉
埋
蹤
誰
逐
尋　

紅
葉
蹤あ

と

を
埋う

づ

め
て
は　

誰
か
逐お

ひ
尋
ね
む
。

　
　

 
別
涙
孤
露
朝
露
色　

別
れ
て
涙
す　

孤
露
朝
露
の
色
、

　
　

 
徂
辞
寒
樹
晩
風
音　

徂ゆ

き
辞さ

る　

寒
樹
晩
風
の
音
。

　
　

貴
人
自
本
富
仙
算　

貴
人
本も
と

自よ

り　

仙
算
に
富
み
た
り
、

　
　

不
問
如
今
漏
刻
深　

問
は
じ　

如い
ま
し今

漏
刻
の
深
き
こ
と
を
。 

（
48
）

　
　

 

契
り
置
き
し
さ
せ
も
が
露
を
命
に
て
あ
は
れ
今
年
の
秋
も
去い

ぬ
め
り

 

（
49
）

 

（
『
基
俊
集
』
Ⅱ
）

46
は
、
光
覚
の
竪
義
就
任
を
願
う
申
文
の
ご
と
き
書
面
に
添
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
47
は
、
親
の
心
情
と
し
て
子
を
思
う
気
持
ち
は
よ
く
分
か
る
と
共
感
し

た
忠
通
の
返
歌
で
あ
る
。
48
の
詩
は
、
約
束
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
か
な
か
実
現
し
な
い
こ
と
へ
の
不
満
・
苛
立
ち
な
ど
を
、
行
く
秋
を
惜
し

む
思
い
に
託
し
て
、
忠
通
に
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
和
歌
49
に
よ
っ
て
同
様

の
気
持
ち
を
訴
え
て
い
る
。
和
歌
と
漢
詩
を
自
在
に
詠
じ
て
息
子
の
竪
義
就

任
を
請
い
ね
が
う
姿
は
、
い
か
に
も
基
俊
ら
し
い
の
で
は
な
い
か
。
親
心
と

し
て
共
感
を
呼
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
無
官
に
甘
ん
じ
る
身
と
し
て
は
な
す
す

べ
な
く
、
実
力
者
に
す
が
る
外
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

46　
47
は
一
組
の
贈
答
歌
。
こ
れ
と
48　
49
と
の
関
連
は
不
明
。
さ
ら
に
48　

49
は
、
秋
尽
を
詠
み
込
む
点
で
共
通
す
る
が
、
一
連
の
詩
歌
と
言
い
得
る
か

ど
う
か
は
、
に
わ
か
に
は
判
断
し
が
た
い
。

　

こ
の
一
群
の
詩
歌
に
は
、
和
歌
の
表
現
は
も
と
よ
り
、
詩
文
の
そ
れ
も
駆

使
し
て
お
り
、
そ
の
訴
え
に
効
果
あ
ら
し
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
詩
歌

を
読
み
解
き
、
表
現
の
様
相
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
い
。

二

　

竪
義
は
、
毎
年
十
月
に
興
福
寺
で
催
す
維
摩
会
に
お
い
て
行
う
法
会
。
勅

使
臨
席
の
も
と
、
竪
者
で
あ
る
学
問
僧
が
こ
れ
ま
で
の
研
鑽
に
よ
っ
て
立
て

た
教
学
に
つ
い
て
の
義
を
示
し
、
こ
れ
に
対
し
て
問
者
が
質
問
し
竪
者
が
答

え
る
。
こ
の
論
義
を
踏
ま
え
て
探
題
が
竪
者
の
立
て
た
義
の
合
否
を
判
定
す

る
。
及
第
す
れ
ば
講
師
と
な
り
、
さ
ら
に
已
講
を
経
て
、
そ
の
労
に
よ
っ
て

僧
綱
に
補
任
さ
れ
る
。
つ
ま
り
僧
官
と
な
り
さ
ら
に
昇
進
す
る
た
め
の
登
竜

門
で
あ
っ
た
。
基
俊
は
息
子
の
僧
侶
と
し
て
の
立
身
の
た
め
に
、
竪
義
の
竪

者
と
な
る
べ
く
、
時
の
権
力
者
藤
原
忠
通
に
推
挙
を
請
う
た
の
で
あ
る
。
自

分
の
な
し
得
る
唯
一
の
手
立
て
と
心
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

光
覚
は
康
和
二
（
一
一
〇
〇
）
年
の
生
ま
れ
。
天
永
四
（
一
一
一
三
）
年

に
興
福
寺
覚
信
大
僧
正
に
入
室
し
、
永
縁
権
僧
正
の
弟
子
と
な
り
、
学
僧
と

し
て
の
道
を
歩
む
。
そ
れ
以
後
の
光
覚
を
め
ぐ
る
基
俊
と
永
縁
と
の
和
歌
の

贈
答
が
残
っ
て
い
る（
２
）。

　
　
　
　

 

小
法
師
と
い
ふ
子
を
、
奈
良
の
永
縁
僧
都
に
付
け
て
は
べ
り
し
に
、

僧
都
奈
良
に
ま
か
り
て
、
か
く
い
ひ
お
こ
せ
て
は
べ
り
し

　
　

我
を
さ
へ
千
代
と
ぞ
祈
る
春
日
野
の
二
葉
の
春
を
見
初
め
て
し
よ
り

　
　
　
　

返
し

　
　

 

君
が
代
は
千
代
と
も
言
は
じ
春
日
野
の
二
葉
の
松
も
神
さ
び
ん
ま
で

 

（
私
家
集
大
成
『
基
俊
集
』
Ⅰ
119　
120
）
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「
春
日
野
の
二
葉
」
は
、
奈
良
に
い
る
幼
い
光
覚
の
こ
と
。
と
も
に
健
勝
を

念
じ
る
と
詠
じ
て
い
る
。
ま
た
基
俊
か
ら
、

　
　
　
　

 

奈
良
に
幼
き
子
を
や
り
て
、
雪
の
降
り
し
か
ば
、
師
の
僧
の
も
と

に
や
り
は
べ
り
し

　
　

 

さ
ら
ぬ
だ
に
お
ぼ
つ
か
な
き
に
春
日
山
子
を
思
ふ
道
に
雪
さ
へ
ぞ
降
る

 

（
同
135
）

雪
の
降
る
日
に
、
幼
い
我
が
子
の
様
子
は
い
か
が
と
親
心
を
訴
え
て
い
る
。

　

興
福
寺
の
僧
で
あ
る
光
覚
は
成
長
し
、
や
が
て
維
摩
会
の
研
学
竪
義
を

目
指
す
。
そ
れ
を
果
た
す
の
は
保
延
六
（
一
一
四
〇
）
年
で
あ
る
。
時
に

四
十
一
歳
。
か
り
に
十
歳
で
興
福
寺
へ
入
っ
た
と
す
れ
ば
、
三
十
年
近
く
の

歳
月
を
費
や
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
に
、
忠
通
と
先
の
詩
歌
の
や
り
取

り
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
『
基
俊
集
』
Ⅱ
の
46
　

47
を
ま
ず
取
り
上
げ
る
。
46
の
表
現
に
つ
い

て
挙
げ
る
べ
き
典
拠
が
あ
る
。
『
毛
詩
』
小
雅
・
鴻
雁
之
什
「
鶴
鳴
」
の

「
鶴
鳴
二
于
九
皐
一、
声
聞
二
于
天
一
」
（
第
二
章
）
で
あ
る
。
「
こ
こ
の
へ
の

沢
」
は
、
詩
の
「
九
皐
」
に
相
当
す
る
。
「
声
は
空
に
聞
こ
ゆ
や
」
は
「
声

聞
二
于
天
一
」
を
も
と
に
し
て
い
る
。
「
九
皐
」
の
「
皐
」
は
沢
（
毛
伝
）
。

「
鶴
鳴
二
于
九○

○皐
一、
声
聞
二
于
野
一
」
（
第
一
章
）
の
鄭
箋
に
は
、
「
皐ハ

沢
中

水
溢
出
所
レ
為
レ
坎ア

ナ

。
自
レ
外
数ヘ

テ至ル
ヲレ
九
喩
二
深
遠
一
也
」
と
あ
り
、
「
九
皐
」

は
奥
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
沢
の
意
。
世
俗
か
ら
隔
た
っ
た
と
こ
ろ
を
喩
え
て

い
る
。
同
じ
く
第
一
章
の
毛
伝
に
は
、
「
言
二
身
隠
而
名
著
一
也
」
、
鄭
箋

に
は
、
「
鶴
在
二
沢
中
一
而
野
聞
二
其
鳴
声
一。
興
者
喩
下
賢
者
雖
二
隠
居
一、
人

咸
知
上レ
之
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
賢
者
は
奥
深
い
と
こ
ろ
に
ひ
っ
そ
り
暮
ら

し
て
い
た
と
し
て
も
、
世
の
人
は
そ
の
声
を
知
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
第
二
章
の
「
声
聞
二
于
天○
一
」
の
場
合
に
は
、
天
子
・
朝
廷
に
も
知
ら

れ
る
の
意
と
な
ろ
う
。
た
だ
基
俊
の
歌
で
は
、
私
の
願
い
は
届
い
て
い
る
で

し
ょ
う
か
と
訴
え
る
の
で
あ
り
、
賢
者
の
存
在
が
お
の
ず
と
「
野
」
（
世
の

中
）
や
「
天
」
（
天
子
・
朝
廷
）
に
知
ら
れ
る
と
い
う
の
と
は
異
な
る
。
と

は
言
え
こ
こ
は
、
「
鶴
鳴
」
の
表
現
を
己
の
陳
情
に
活
か
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

　

こ
の
「
鶴
鳴
」
を
も
と
に
し
た
詩
文
は
多
い
。
そ
れ
を
引
い
て
、
こ
の
詩

の
表
現
が
こ
れ
ま
で
ど
う
用
い
ら
れ
て
来
た
か
を
見
て
お
き
た
い
。

　
　

 

遭
二
九
皐
之
介
鳥
一
兮
、
怨
二
素
意
之
不
逞
一。
遊
二
塵
外
一
而
瞥ミ

レ
天

兮
、
拠
二
冥
翳
一
而
哀
鳴
（
『
文
選
』
巻
十
五
、
後
漢
の
張
衡
「
思
玄

賦
」
）

玉
階
を
昇
ろ
う
と
大
望
を
抱
き
、
我
身
を
占
っ
た
と
こ
ろ
、
九
皐
の
大
鳥

（
旧
注
「
介ハ

大
也
」
。
「
介
鳥
」
は
鶴
）
の
卦
が
出
て
、
残
念
な
が
ら
望
み

は
叶
わ
ぬ
と
さ
と
る
。
こ
の
鶴
は
、
俗
外
に
あ
っ
て
天
を
仰
ぎ
見
、
暗
い
物

陰
で
悲
し
げ
に
鳴
く
も
の
だ
と
い
う
。
劉
良
は
、
「
言
、
鶴
遊
二
塵
埃
之
外
一、

哀
二
鳴
於
冥
翳
之
中
一。
喩
二
孤
潔
一
也
」
清
ら
か
な
姿
を
喩
え
る
と
注
す
る
。

ま
た
こ
の
後
の
「
我
脩
絜
以
益
レ
栄
」
に
つ
い
て
、
張
銑
注
に
は
「
我ハ

鶴
也
。

衡
以
自
喩
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
鶴
は
高
潔
・
孤
高
の
鳥
で
あ
り
、
張
衡
は
そ

の
よ
う
な
生
き
方
を
し
た
い
と
言
う
。
し
た
が
っ
て
基
俊
詠
の
よ
う
に
、
恩

顧
を
訴
え
か
け
て
は
い
な
い
。

　
　

莫
レ
言
空
警
レ
露
、
猶
冀

コ
ヒ
ネ
ガ
フ

一
聞○
レ
天○

（
『
李
嶠
百
二
十
詠
』
「
鶴○

」
）

後
句
は
「
鶴
鳴
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
「
一
た
び
天
に
聞
こ
え
む
こ
と
を
」
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と
は
い
う
が
、
厚
遇
を
得
た
い
と
言
い
は
し
て
い
な
い
。

　
　

 

君
誇
レ
名
レ   

鶴ト

我
名
レ
鳶
、
君
叫
聞○
レ
天○

我
戻イ

タ
ルレ

天
（
『
白
氏
文
集
』
巻

六
十
九
・3593

、
「
鳶
贈
レ
鶴○

」
）

も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
鳴
き
声
が
空
に
ま
で
聞
こ
え
る
と
言
う
だ
け
で
あ
る
。

46
の
よ
う
に
詠
じ
る
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

ま
た
、
鶴
の
声
が
天
ま
で
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
将
来
昇
進
・
出
世
す
る
で

あ
ろ
う
、
ま
た
は
認
め
ら
れ
た
と
詠
じ
る
例
に
次
が
あ
る
。

　

 

在
レ
陰
如モ

シ

可
レ
和
、
清
響
会カ

ナ
ラ
ズ
聞○
レ
天○

（
初
唐
駱
賓
王
「
送
二
王
明
府
参
選
一

賦
得
レ
鶴○

」
）

　

 

独
歩
四
十
年
、
風
聴
九○

○

○
皐
唳
（
盛
唐
杜
甫
「
八
哀
詩
・
贈
秘
書
監
江
夏
李

公
邕
」
）

前
者
は
そ
の
清
ら
か
な
声
が
天
に
聞
こ
え
る
、
つ
ま
り
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
と
激
励
し
、
後
者
は
李
邕
の
名
声
が
皇
帝
に
届
い
た
と
讃
え
て
い
る
。

　

中
国
で
は
、
こ
の
よ
う
に
鶴
の
声
が
野
や
天
に
聞
こ
え
る
、
ま
た
は
そ
の

よ
う
に
認
め
ら
れ
、
評
価
さ
れ
る
意
で
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
と

は
反
対
に
、
「
九
皐
」
に
い
て
卑
位
に
甘
ん
じ
る
、
天
子
・
朝
廷
か
ら
認
め

ら
れ
な
い
と
す
る
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
平
安
朝
で
は
、

　
　

 

志
在
二
千
里
一、
凌
二
寥
廓
一
而
非
レ
遙
、
声○

○鳴
二
九○

○皐
一、
徹
二
窈
冥
一

而
漸
聞○

（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
・
337
、
藤
原
雅
材
「
仲
春
釈
奠
、

聴
レ
講
二
毛
詩
一、
同
賦
三
鶴○

○鳴
二
九○

○皐
一
」
序
。
天
徳
四
〈
九
六
〇
〉
年

二
月
七
日
の
作
）

の
よ
う
に
、
沢
辺
に
鳴
く
鶴
の
鳴
き
声
が
天
に
届
い
た
と
、
「
鶴
鳴
」
の
趣

旨
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
詩
序
が
あ
る
。
た
だ
こ
れ
は
「
鶴
鳴
」
の

詩
句
を
題
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

文
章
は
む
し
ろ
例
外
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

次
に
こ
れ
と
は
異
な
る
例
を
挙
げ
て
検
討
し
て
行
き
た
い
。

　
　

 

高
天
雖
レ
高
聴
必
卑
、
況
乎
鶴○

○

○

○

響
九
皐
出
。
莫
レ
愁
久
住
二
風
塵
裏
一、

聖
主
必
封
二
万
戸
秩
一
（
『
性
霊
集
』
巻
一
・
3
、
「
贈
二
野
陸
州
一

歌
」
）

　
　

 

九
皐
鶴
声
、
易
レ

達
二
于
天
一。　
去
延
暦
中
、
柏
原
皇
帝
聞
レ
之
、
便
任

二
上
野
国
講
師
一
（
同
巻
二
・
11
、
「
沙
門
勝
道
歴
二
山
水
一
瑩ミ

ガ
ク二

玄
珠
一

碑
」
序
）

は
、
九
世
紀
前
期
の
空
海
が
、
九
皐
で
鳴
く
鶴
の
声
が
天
に
届
き
、
恵
ま
れ

る
時
が
来
る
（
た
）
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
前
者
の
例
で
は
、
小
野
岑
守
が

陸
奥
国
に
向
か
う
の
を
不
遇
と
捉
え
て
お
り
、
そ
の
地
を
「
九
皐
」
と
喩
え
、

「
風
塵
の
裏う
ち

」
と
呼
ん
で
い
る
。
都
か
ら
隔
た
っ
た
数
等
劣
る
地
と
理
解
し

て
い
る
。
「
九
皐
」
に
新
た
な
意
味
を
与
え
た
と
言
え
よ
う
。

　

空
海
以
後
の
例
を
見
て
お
こ
う
。

　
　

 

応
レ
同
鶴
滞
二
重
皐
一
日
、
孤
負ソ

ム
ク

鶯
遷
二
喬
木
一
春
（
『
田
氏
家
集
』
巻

之
上
・
48
、
「
看
三
侍
中
局
壁
頭
挿
二
紙
鳶
一、
呈
二
諸
同
志
一
」
）

九
世
紀
後
半
の
詩
人
島
田
忠
臣
の
作
。
沈
淪
を
託
つ
境
遇
と
、
蔵
人
所
の
壁

に
掛
け
ら
れ
飛
翔
の
機
会
を
な
く
し
た
凧
と
を
重
ね
合
わ
せ
、
鶴
が
奥
深
い

沢
辺
で
逼
塞
す
る
様
子
に
喩
え
る
。

　

次
は
菅
原
道
真
の
詩
。

　
　

 

仙
駕
不
レ
須
飛
兎
力
、
請
看
双
鶴
在
二
寒
皐
一
（
『
菅
家
文
草
』
巻
二
・

ナ
ヅ
ク
ル
ヲ
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174
、
「
右
親
衛
平
将
軍
、
率
二
厩
亭
諸
僕
一、
奉
レ
賀
二
相
国
五
十
年
一。
宴

座
後
屛
風
図
詩
五
首
」
ノ
「
郊
外
翫
レ
馬
」
）

藤
原
基
経
の
五
十
歳
を
言
祝
ぐ
た
め
に
設
え
た
屛
風
絵
を
題
材
と
し
て
詠
じ

て
い
る
。
二
羽
の
鶴
が
寒
々
と
し
た
沢
に
い
る
の
を
見
て
や
っ
て
ほ
し
い
。

す
ぐ
れ
た
人
材
で
あ
り
な
が
ら
恵
ま
れ
な
い
人
を
、
引
き
上
げ
て
用
い
る
べ

き
だ
と
、
訴
え
か
け
て
い
る（
３
）。

　

こ
の
ほ
か
に
加
階
を
求
め
て
働
き
か
け
る
消
息
が
あ
る
。

　
　

 

明
日
叙
位
儀
、
可
レ
献
二
申
文
一。
加
級
之
次
、
已
当
二
今
春
一。
且
以
二

年
労
一、
欲
レ
達
二
三
偏
之
天
一
耳ノ

ミ

。
皐
禽
之
声
、
聞
二
于
蒼
昊
一
者
也

（
『
雲
州
往
来
』
巻
下
）

「
皐
禽
」
は
、
南
朝
宋
の
謝
荘
「
月
賦
」
（
『
文
選
』
巻
十
三
）
に
「
聆キ
キ

二

皐○

○禽
之
夕
聞
一、
聴
二
朔
管
之
秋
引
一
」
と
あ
り
、
李
善
は
「
皐
禽ハ

鶴
也
」
と

注
し
て
い
る
。
鶴
の
こ
と
で
あ
る
。
沢
に
い
る
鶴
の
鳴
き
声
が
空
に
ま
で
達

す
る
と
あ
る
。
位
階
の
上
が
る
年
回
り
で
あ
り
、
「
年
労
」
も
積
ん
で
い
る

の
で
、
私
の
願
い
は
届
く
だ
ろ
う
と
い
う
。
「
皐
禽
」
は
、
恩
恵
に
浴
さ
ず
、

下
位
に
甘
ん
じ
る
我
身
の
こ
と
で
あ
る
。

　

「
鶴
鳴
」
の
受
容
例
に
は
、
訴
え
る
に
し
て
も
辞
表
の
場
合
は
や
や
様
子

が
異
な
る
。

 　

    

臣
戴
レ
恩
惟
重
、
海
鼇
之
首
難
レ
勝タ

ヘ

、
祈
レ
感
未
レ
休
、
皐○

○

○

○

鶴
之
声
欲
レ

竭ツ
キ
ム
ト（
『
菅
家
文
草
』
巻
十
・
631
、
「
重
請
レ
解
二
右
大
臣
職
一
第
三

表
」
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
五
・
120
）

辞
意
を
分
か
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
沢
辺
の
鶴
の
声
が

涸
れ
は
て
る
よ
う
に
、
私
の
声
は
尽
き
て
し
ま
い
そ
う
で
す
の
意
。
理
解
を

望
む
気
持
ち
は
共
通
す
る
が
、
高
官
を
辞
す
る
思
い
と
恩
顧
を
願
う
気
持
ち

と
は
同
等
で
は
な
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
形
の
享
受
が
あ
る
の
だ
が
、
平
安
朝
に
お
い
て
「
鶴
鳴
」
詩

は
、
お
お
む
ね
不
遇
に
甘
ん
じ
る
者
が
、
高
官
や
上
位
の
者
に
恩
恵
を
蒙

り
た
い
と
訴
え
る
中
で
利
用
さ
れ
て
き
た
。
「
九
皐
」
に
い
て
「
鳴
」
く

「
鶴
」
を
、
取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
己
と
見
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

表
現
は
、
「
鶴
鳴
」
詩
の
趣
旨
か
ら
は
隔
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。

三

　

次
に
「
鶴
鳴
」
を
踏
ま
え
た
和
歌
の
表
現
を
み
て
お
き
た
い
。
さ
き
に
結

論
を
言
え
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
分
の
不
遇
沈
淪
を
嘆
き
、
位
階
官
職
を

得
る
た
め
の
支
援
を
請
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
古
い
例
に
次
が
あ
る
。

　
　
　
　

 

寛
平
御
時
、
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
つ
い
で
に
た
て
ま
つ
り
け
る　

 

大
江
千
里　
　

　
　

 

葦
鶴
の
ひ
と
り
遅
れ
て
鳴
く
声
は
雲
の
上
ま
で
聞
こ
え
つ
か
な
む

 

（
『
古
今
集
』
巻
十
八
・
998
・
雑
歌
下
）

寛
平
年
間
に
、
千
里
が
宇
多
天
皇
に
献
上
し
た
歌
と
は
、
『
句
題
和
歌
』

（
『
千
里
集
』
121
）
の
こ
と
。
「
葦
鶴
の
ひ
と
り
遅
れ
て
鳴
く
声
」
は
、
取

り
残
さ
れ
た
芦
辺
の
鶴
が
鳴
く
声
―
―
こ
こ
で
は
己
の
不
遇
を
嘆
き
訴
え
て

い
る
―
―
。
そ
の
声
は
天
上
ま
で
届
い
て
ほ
し
い
と
あ
る
。
天
皇
に
た
て
ま

つ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
お
耳
に
入
れ
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
和

歌
を
届
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
切
な
る
願
い
―
―
叙
位
・
任
官
―
―
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を
叶
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
訴
え
で
あ
る
。
「
鶴
鳴
」
を
利
用
し
た
申

文
と
も
言
え
よ
う
。
平
安
朝
の
漢
詩
文
と
同
様
、
「
鶴
鳴
」
詩
の
趣
旨
と
は

異
な
る
内
容
で
あ
る
。

　

な
お
、
先
の
詩
文
も
そ
う
で
あ
る
が
、
「
鶴
鳴
」
を
踏
ま
え
て
、
叙
位
・

任
官
を
求
め
る
場
合
、
鶴
を
賢
者
の
喩
え
と
す
る
よ
う
に
、
鶴
と
も
言
う
べ

き
己
も
ま
た
、
才
学
・
能
力
を
有
す
る
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
の
例
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　

 

応
和
元
年
、
勘
解
由
判
官
の
労
六
年
、
い
に
し
へ
に
な
ず
ら
ふ
る

に
、
か
く
沈
め
る
人
な
し
。
疲
れ
た
る
馬
の
か
た
を
作
り
て
、
つ

か
さ
の
長
官
朝
成
朝
臣
に
た
ま
ふ
に
、
加
へ
た
る
長
歌

　
　

 

…
…
こ
こ
も
か
し
こ
も
葦
根
は
ふ
下
に
の
み
こ
そ
沈
み
け
れ
誰
九
重
の

沢
水（
４
）に

鳴
く
鶴
の
音
は
久
方
の
雲
の
上
ま
で
隠
れ
な
く
高
く
聞
こ
え
て

か
ひ
あ
り
と
言
ひ
流
し
け
ん
…
…
（
『
順
集
』
118
）

詞
書
の
「
応
和
元
年
」
は
九
六
一
年
。
「
勘
解
由
判
官
の
労
六
年
」
な
ら
、

前
例
で
は
こ
れ
ほ
ど
の
沈
淪
の
人
は
な
い
と
、
官
職
へ
の
不
満
を
述
べ
る
。

「
疲
れ
た
る
馬
」
は
、
『
毛
詩
』
周
南
「
巻
耳
」
の
「
陟
二
彼
高
岡
一、
我
馬

玄
黄
」
（
毛
伝
「
玄
馬
病
則
黄
」
）
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

 

脩
坂
造イ

タ
リ二
雲
日
一、
我
馬
玄
以
黄
（
『
文
選
』
巻
二
十
四
、
魏
の
曹
植

「
贈
二
白
馬
王
彪
一
」
ノ
二
）

　
　

 

疋
馬
玄
黄
策
不
レ
倦
、
為
レ
随
三
高
踏
之
二
煙
蘿
一
（
『
経
国
集
』
巻

十
四
・
211
、
滋
野
貞
主
「
雑
言
奉
レ
和
二
太
上
天
皇
青
山
歌
一
」
）

は
、
そ
の
例
。
自
分
を
病
み
疲
れ
た
馬
に
見
立
て
て
窮
状
を
訴
え
て
い

る
。
和
歌
で
は
、
誰
が
「
九
重
の
沢
水
に
鳴
く
鶴
の
音
」
つ
ま
り
私
の
声

を
、
「
雲
の
上
」
天
皇
・
高
官
に
伝
え
て
、
取
り
立
て
る
だ
け
の
価
値
が
あ

る
と
申
し
上
げ
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
婉
曲
に
支
援
を
求
め
て
い
る
。
沢
に
鳴

く
鶴
の
声
は
い
つ
の
間
に
か
天
に
届
く
で
は
な
く
、
上
位
の
人
―
―
こ
こ
で

は
「
つ
か
さ
の
長
官
朝
成
朝
臣
」
―
―
が
仲
介
し
な
け
れ
ば
、
思
い
は
通
じ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
鶴
鳴
」
詩
で
は
、
「
九
皐
」
に
い
る
「
鶴
」
つ
ま

り
賢
者
の
声
が
「
野
」
「
天
」
に
聞
こ
え
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
た
の
と
は

異
な
る
。
平
安
朝
で
は
原
典
の
趣
旨
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

猟
官
へ
の
助
力
を
依
頼
す
る
内
容
に
転
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
種
の
和
歌
を
も
う
一
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　

申
文
に
書
き
た
て
ま
つ
る

　
　

 

沢
水
に
老
い
の
か
げ
見
ゆ
葦
鶴
の
鳴
く
音
雲
居
に
聞
こ
え
ざ
ら
め
や

 

（
『
兼
盛
集
』
82
）

「
申
文
」
を
呈
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
任
官
に
向
け
て
請
願
し

て
い
る
。
こ
の
申
文
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
平
兼
盛
の
申
文
は

残
っ
て
い
る
。

　
　

 

請
下
殊
蒙
二
鴻
恩
一、
被
上レ
拝
二
勘
解
由
次
官
幷
図
書
頭
等
闕
一
状
（
『
本

朝
文
粋
』
巻
六
・
154
。
日
付
は
「
天
禄
四
年
正
月
十
五
日
」
）

　
　

 

請
レ
被
下
特
蒙
二
天
恩
一、
以
二
有
労
恪
勤
諸
司
一、
遷
中
任
遠
江
駿
河
等
国

守
闕
上
状
（
同
・
155
。
「
天
元
二
年
七
月
廿
二
日
」
）

と
も
に
「
鶴
鳴
」
を
踏
ま
え
た
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
和
歌
の
「
老
い
の

か
げ
」
は
己
の
老
齢
を
意
識
し
た
言
葉
。
右
の
155
に
は
、
「
身
逐
レ
年
而
老
、

家
随
レ
日
而
貧
」
「
老
者
少
二
遺
日
一、
弱
者
有
二
余
年
一。
懸
車
不
レ
幾
、
看
二

形
骸
一
而
揮
レ
涙
、
携
杖
在
レ
近
、
計
二
年
暦
一
以
銷
レ
魂
」
と
あ
る
。
老
い
て
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き
た
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
「
懸
車
」
「
携
杖
」
は
と
も
に
七
十
歳
の
意
で

あ
り（

５
）、
そ
れ
が
間
も
な
く
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
老
齢
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
「
望
請
特
蒙
二
天
恩
一、
以
二
有
労
諸
司
一、
被
三
遷
二
任
毎
年

臨
時
之
闕
国
一
」
こ
れ
ま
で
の
官
司
に
お
け
る
労
に
よ
っ
て
、
国
守
の
闕
員

に
補
せ
ら
れ
た
い
と
述
べ
る
。
功
労
を
認
め
て
ほ
し
い
と
懇
願
す
る
と
こ
ろ

は
、
和
歌
の
「
葦
鶴
の
鳴
く
音
雲
居
に
聞
こ
え
ざ
ら
め
や
」
に
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
ろ
う
。
兼
盛
の
歌
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。

　

「
鶴
鳴
」
詩
の
応
用
は
、
右
に
見
た
叙
任
や
昇
進
を
求
め
る
表
現
に
の
み

な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
次
の
和
歌
な
ど
は
、
ま
た
異
な
っ
た
状
況
を
描
い

て
い
る
。

　
　
　
　

女
四
の
親
王
に
送
り
け
る 

右
大
臣　
　
　
　
　
　

　
　

葦
鶴
の
沢
辺
に
年
は
経
ぬ
れ
ど
も
心
は
雲
の
上
に
の
み
こ
そ

　
　
　
　

返
し

　
　

葦
鶴
の
雲
居
に
か
か
る
心
あ
ら
ば
世
を
経
て
沢
に
住
ま
ず
ぞ
あ
ら
ま
し

 

（
『
後
撰
集
』
巻
十
一
・
753　
754
・
恋
三
。
『
九
条
右
大
臣
集
』
30　
31
）

「
女
四
の
親
王
」
は
醍
醐
天
皇
皇
女
勤
子
。
「
右
大
臣
」
は
藤
原
師
輔
。
勤

子
内
親
王
は
師
輔
に
降
嫁
し
た
。
こ
こ
で
は
、
「
沢
辺
」
に
い
る
「
葦
鶴
」

師
輔
と
「
雲
の
上
」
「
雲
居
」
勤
子
と
を
対
比
し
て
描
い
て
い
る
。
師
輔
が

私
の
心
は
勤
子
の
い
る
「
雲
の
上
」
に
向
い
て
い
る
と
語
り
掛
け
、
勤
子
は

そ
の
心
が
あ
る
の
な
ら
い
つ
ま
で
も
沢
に
住
ん
で
は
い
な
い
で
し
ょ
う
と
応

じ
て
い
る
。
官
位
を
求
め
る
内
容
で
は
な
く
、
恋
情
を
訴
え
て
い
る
の
だ
が
、

下
位
の
者
が
上
位
の
者
に
心
境
を
う
ち
明
け
る
点
は
、
同
種
の
和
歌
と
変
わ

り
は
な
い
。
た
だ
、
「
鶴
鳴
」
詩
の
本
意
か
ら
は
外
れ
て
い
る
。
な
お
勤
子

は
、
同
類
の
和
歌
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
「
鶴
鳴
」
や
こ
の
詩
を
享
受
し

た
詩
文
の
表
現
を
承
知
し
た
上
で
、
返
歌
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

　

ま
た
、
自
分
の
声
を
天
に
届
け
た
い
と
願
う
も
の
の
、
そ
の
思
い
が
こ
れ

ま
で
挙
げ
た
表
現
と
は
異
な
る
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
　

 

か
う
ぶ
り
た
ま
は
り
た
る
に
、
周
防
の
内
侍
の
お
と
づ
れ
た
る
返

事
に
、

　
　

沢
水
に
お
り
ゐ
る
鶴
の
年
経
と
も
な
れ
し
雲
居
ぞ
恋
し
か
る
べ
き

 

（
『
為
仲
集
』
105
。
『
後
拾
遺
集
』
巻
十
七
・
980
・
雑
三
）

　
　
　
　

 

四
位
し
て
殿
上
お
り
て
は
べ
り
け
る
頃
、
鶴
鳴
レ
皐
と
い
ふ
こ
と

を
よ
め
る 

藤
原
公
重
朝
臣　
　
　
　
　

     　

昔
見
し
雲
居
を
恋
ひ
て
葦
鶴
の
沢
辺
に
鳴
く
や
我
が
身
な
る
ら
ん

 

（
『
詞
花
集
』
巻
十
・
350
・
雑
下
）

叙
爵
ま
た
は
四
位
に
除
せ
ら
れ
た
殿
上
人
が
、
そ
れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん
だ
殿

上
を
離
れ
て
抱
い
た
感
慨
を
詠
じ
て
い
る
。
一
抹
の
寂
し
さ
や
懐
か
し
さ
を

描
い
て
お
り
、
何
と
か
自
分
の
声
を
伝
え
よ
う
と
す
る
切
迫
し
た
思
い
は
な

い
。
こ
れ
も
一
つ
の
摂
取
の
形
で
あ
る
。
基
俊
は
師
輔
や
公
重
な
ど
と
は
異

な
り
、
支
援
助
力
を
求
め
て
「
鶴
鳴
」
詩
を
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

四

　

基
俊
の
和
歌
は
、
以
上
取
り
上
げ
た
よ
う
な
「
鶴
鳴
」
詩
に
も
と
づ
く
表

現
の
一
つ
と
し
て
、
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
。
こ
の
和
歌
の
表
現
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は
、
他
の
「
鶴
鳴
」
を
享
受
し
た
詩
文
和
歌
と
は
趣
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
我
が
身
の
昇
進
の
た
め
で
は
な
く
、
我
が
子
光
覚
を
竪
義

の
竪
者
に
し
た
い
た
め
に
、
懇
願
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
漢
詩
文
・
和
歌
の
中
に
あ
っ
て
は
珍
し
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
親
心
を
描
く

た
め
に
は
、
「
鶴
鳴
」
を
利
用
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
考
え
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
も
う
一
つ
鶴
に
ま
つ
わ
る
表
現
を
付
け
加
え
た
の
で
あ

る
。
次
に
は
こ
の
点
を
検
討
し
た
い
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
和
歌
の
「
葦
鶴
の
子
を
思
ふ
声
」
で
あ
る
。
鶴
が
我

が
子
を
思
っ
て
鳴
く
の
は
、
愛
情
の
深
い
こ
と
の
喩
え
で
あ
り
、
こ
れ
に
は

典
拠
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　

 

第
一
第
二
絃
索
索
、
秋
風
払
レ
松
疎
韻
落
。
第
三
第
四
絃
泠
泠
、
夜
鶴

憶
レ
子
籠
中
鳴
。
第
五
絃
声
尤
掩
抑
、
隴
水
凍
咽
流
不
レ
得
（
『
白
氏

文
集
』
巻
三
・
141
、
「
五
絃
弾
」
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
463
・
管

絃
）

で
あ
る
。
「
五
絃
弾
」
は
、
白
居
易
の
諷
諭
詩
「
新
楽
府
」
中
の
一
首
。
詩

題
の
自
注
に
は
「
悪
二
鄭
之
奪
一レ
雅
也
」
と
あ
り
、
俗
で
猥
ら
な
音
楽
が
高

雅
な
音
楽
を
駆
逐
す
る
の
を
憎
む
と
い
う
。
『
論
語
』
（
陽
貨
）
に
、
「
子

曰
、
悪
二
紫
之
奪
一レ
朱
也
。
悪○
三
鄭○

△声
之
乱
二
雅○

楽△
一
也
。
悪
三
利
口
之
覆
二
邦

家
一
者
」
と
あ
る
。
「
五
絃
弾
」
を
要
約
す
れ
ば
次
の
と
お
り
。
奏
者
は
卑

俗
な
音
楽
で
あ
る
五
絃
琵
琶
の
音
色
を
、
技
巧
を
駆
使
し
て
描
き
、
人
を
魅

了
し
て
い
る
。
一
方
「
正
始
之
音
」
古
代
の
正
し
い
初
め
の
音
楽
は
こ
ん
な

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
は
そ
の
楽
器
「
二
十
五
弦
」
の
瑟
を
弾
く
者

が
な
く
、
五
絃
の
琵
琶
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
と
現
状
を
批
判
し
て
い
る
。
右

の
引
用
第
三
句
「
泠
泠
」
は
、
漢
の
蘇
武
「
詩
四
首
・
其
二
」
（
『
文
選
』

巻
二
十
九
）
に
「
請
為
二
游
子
吟
一、
泠○

○泠
一
何
悲
」
と
あ
る
と
お
り
、
き
よ

ら
か
な
様
子
を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
よ
う
な
琵
琶
の
音
色
を
、
夜
籠
の
中
で
子

を
思
っ
て
鳴
く
鶴
の
鳴
き
声
で
喩
え
て
い
る
。
哀
切
な
響
き
を
と
も
な
う
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
親
が
子
を
思
う
表
現
を
平
安
朝
で
は
取
り
入
れ
る
こ
と
に

な
る
。
平
安
朝
に
お
け
る
こ
の
詩
の
受
容
は
、
他
の
新
楽
府
の
多
く
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
一
詩
の
主
題
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
詩
句
の
一

部
を
賞
翫
・
摂
取
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
大
江
匡
衡
の
書
状
か
ら
見
て
行
く
。
長
保
四
（
一
〇
〇
二
）
年
十
一

月
十
四
日
付
の
藤
原
挙
直
宛
の
書
簡
に
、

　
　

 

祁
奚
挙
レ
午
之
意（

６
）、
不
レ
能
二

地タ
ダ
ニ

忍
一、
夜
鶴
思
レ

子
之
声
、
欲
レ

達
二
天

聴
一
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
七
・
196
、
「
可
レ
被
三
上
二
啓
挙
周
明
春
所
望
一

事
」
）

と
あ
る
。
題
の
「
挙
周
明
春
所
望
」
は
、
息
子
挙
周
が
来
年
の
春
に
蔵
人
に

補
せ
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
望
み
。
そ
の
た
め
に
「
殿
下
」
藤
原
道
長
へ
の
上

申
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
五
絃
弾
」
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
文

脈
で
鶴
の
鳴
き
声
が
用
い
ら
れ
た
か
は
顧
慮
せ
ず
、
文
字
ど
お
り
の
意
味
の

み
を
受
け
取
り
、
子
を
思
う
親
心
を
描
い
て
い
る
。
つ
づ
く
「
欲
レ
達
二
天

聴
一
」
は
、
そ
の
鳴
き
声
が
帝
（
一
条
天
皇
）
に
届
い
て
ほ
し
い
と
願
い
を

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
検
討
し
た
「
鶴
鳴
」
詩
の
「
声
聞
二
于
天
一
」

を
踏
ま
え
た
表
現
と
見
て
よ
い
。
そ
う
す
る
と
基
俊
と
匡
衡
と
は
、
と
も
に

鶴
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
詩
を
自
作
に
活
か
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
の

内
容
も
か
な
り
似
か
よ
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
基
俊
は
匡
衡
の
表
現
を
知
っ
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て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
「
鶴
鳴
」
「
五
絃
弾
」
は
脳
裡
に
あ
っ
た

は
ず
。
親
と
し
て
子
の
た
め
に
力
を
尽
く
そ
う
と
し
た
時
、
こ
れ
ら
先
行
す

る
詩
文
の
数
々
を
思
い
浮
か
べ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

漢
詩
文
の
例
を
も
う
一
つ
挙
げ
て
お
く
。

　
　

 

龍
駒
七
日
成
二
雲
雨
一、
鶴○

○子
千
年
刷カ

キ
二 ツ

ク
ロ
フ

羽
毛
一。

　
　
　
　

 

李
部
少
卿
、
相
二
伴
子
息
一
加
二
座
右
一。
其
中
少
子
、
専
受
二
岐
嶷

之
性
一、
又
期
二
箕
裘
之
業（

７
）

一。
予
携
二
愚
息
敦
周
一。
不
レ
堪
二
慈
愛
一、

称
二
其
才
能
一。
憶○
レ
子○

之
道
、
賢
愚
惟
同
。
故
云
。

 

（
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
七
・
446
、
藤
原
茂
明
「
秋
日
山
居
即
事
」
）

前
句
の
「
龍
駒
」
は
、
す
ぐ
れ
た
子
ど
も
。
「
山
居
」
に
同
行
し
た
「
李
部

少
卿
」
（
式
部
少
輔
の
唐
名
）
の
「
少
子
」
は
、
早
く
も
卓
抜
な
才
を
発
揮

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
対
し
て
自
分
は
、
「
鶴
子
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
我
が
子
を
慈
し
ん
で
育
て
て
い
る
と
述
べ
る
。
「
千
年
」
は
、
鶴
が
長

寿
の
鳥
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
の
意
を
表
す
の

で
あ
ろ
う
。
「
羽
毛
を
刷
か
き
つ
く
ろふ

」
は
、
親
が
子
の
毛
づ
く
ろ
い
を
す
る
こ
と
。

大
事
に
育
て
て
い
る
と
詠
う
。
そ
の
自
注
に
、
「
李
部
少
卿
」
の
「
少
子
」

が
す
ぐ
れ
て
お
り
、
父
君
の
業
を
受
け
継
ぐ
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
対
し
て
、

自
分
は
我
が
子
が
い
と
お
し
く
、
そ
の
ゆ
え
に
そ
の
才
を
讃
え
た
い
の
だ
と

い
う
。
そ
し
て
「
子
を
憶
ふ
道
、
賢
愚
惟
れ
同
じ
」
子
へ
の
慈
愛
は
賢
者
と

愚
者
に
差
は
な
い
と
結
ぶ
。
「
子
を
憶
ふ
道
」
を
言
う
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、

白
居
易
の
「
五
絃
弾
」
を
踏
ま
え
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
自
注
を
付
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
を
慈
し
む
心
情
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、

よ
く
知
ら
れ
る
、
「
人
の
親
の
心
は
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ
道
に
ま
ど

ひ
ぬ
る
か
な
」
（
『
後
撰
集
』
巻
十
五
・1102

・
雑
一
・
藤
原
兼
輔
。
『
兼

輔
集
』
127
）
も
念
頭
に
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
茂
明
は
基
俊
よ
り

お
よ
そ
三
十
歳
は
若
い
が
、
同
じ
時
間
を
生
き
た
期
間
は
長
か
っ
た
。
双
方

作
品
を
知
る
機
会
が
あ
り
、
刺
激
し
合
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
先
に
挙
げ
た
匡
衡
を
若
干
遡
る
時
期
の
和
歌
を
取
り
上
げ
た
い
。

　
　
　
　

帥
前
内
大
臣
明
石
に
は
べ
り
け
る
時
、
恋
ひ
悲
し
み
て

　
　
　
　

病
に
な
り
て
詠
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
内
侍

　
　

夜
の
鶴
都
の
内
に
は
な
た
れ
て
子
を
恋
ひ
つ
つ
も
鳴
き
あ
か
す
か
な

 

（
『
詞
花
集
』
巻
九
・
340
・
雑
上
）

同
歌
は
、
『
栄
花
物
語
』
（
浦
々
の
別
れ
）
に
も
収
め
る
。
「
帥
前
内
大

臣
」
は
藤
原
伊
周
。
長
徳
二
（
九
九
六
）
年
大
宰
府
へ
左
遷
さ
れ
る
途
上
、

播
磨
国
の
明
石
に
留
め
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
伊
周
の
母
「
高
内
侍
」
（
高
階

貴
子（
８
））
は
息
子
を
思
い
、
病
の
中
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る（

９
）
。
「
夜
の

鶴
」
「
子
を
恋
ひ
」
「
鳴
き
」
が
「
五
絃
弾
」
の
語
を
用
い
て
い
る
の
は
明

ら
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
み
や
こ
の
う
ち
」
に
「
籠こ

の
う
ち
」
を
掛
け
て
お

り
、
「
五
絃
弾
」
の
「
籠
中
」
と
重
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
歌
語
の
ほ
と
ん

ど
を
詩
語
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鶴
は
籠
の
中
に
あ
り
、

自
分
は
「
み
や
籠
」
の
内
に
放
た
れ
て
お
り
、
と
も
に
子
の
身
を
案
じ
つ
つ

な
（
鳴
・
泣
）
き
明
か
す
の
だ
と
、
悲
嘆
を
う
ち
明
け
て
い
る
。
子
へ
の
深

い
愛
で
あ
る
。
基
俊
は
こ
の
歌
も
活
か
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

　

な
お
、
高
内
侍
が
漢
籍
に
つ
い
て
の
知
識
が
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と）

（1
（

を
言
う

時
、
こ
の
和
歌
を
そ
の
証
左
と
し
て
引
く
場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
そ
の
と
お

り
な
の
だ
が
、
踏
ま
え
て
い
る
「
五
絃
弾
」
の
詩
句
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
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に
収
載
す
る
こ
と
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
平
安
貴
族
に
と
っ
て
周
知
の
摘
句

で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る
の
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
和
歌
を
読

ん
だ
人
た
ち
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
、
そ
の
出
典
を
思
い
浮
か
べ
た
は
ず
で
あ
る
。

高
内
侍
の
学
殖
が
男
性
顔
負
け
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
た
だ
そ
の
こ
と
を
言
う
時
、
そ
の
知
識
が
ど
の
分
野
の
も
の
か
、

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
る
か
な
ど
、
そ
の
性
質
に
つ
い
て
検
討
を
要
す
る

よ
う
に
思
う
。

　

こ
こ
ま
で
長
々
と
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
基
俊
の
和
歌
46
は
、
『
毛
詩
』

の
「
鶴
鳴
」
と
白
居
易
の
新
楽
府
「
五
絃
弾
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
両
詩
の

享
受
は
、
時
に
よ
り
人
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
っ
た
。
「
鶴
鳴
」
の
方
は
、
叙

位
任
官
を
望
む
声
が
天
に
届
い
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
表
現
に
転
じ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
「
五
絃
弾
」
で
は
子
へ
の
愛
と
い
う
点
は
、
そ
の
ま
ま
を
取
り

入
れ
て
い
る
も
の
の
、
鶴
の
鳴
き
声
が
楽
音
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
は
触
れ

な
か
っ
た
。
文
字
ど
お
り
の
断
章
取
義
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
基
俊
は
、
こ
れ

ら
平
安
時
代
の
表
現
を
背
景
と
し
て
、
こ
の
一
首
を
詠
い
上
げ
た
の
で
あ
る
。

五

　

基
俊
の
切
な
る
願
い
を
託
し
た
和
歌
46
を
承
け
て
、
忠
通
が
47
を
返
す
。

「
子
を
思
ふ
鶴
の
鳴
く
声
を
あ
は
れ
と
」
聞
か
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
共

感
を
寄
せ
る
。
こ
の
部
分
は
、
基
俊
の
「
葦
鶴
の
子
を
思
ふ
声
」
を
承
け
て

い
る
。
親
と
し
て
、
子
を
竪
義
に
し
て
や
り
た
い
気
持
ち
は
理
解
で
き
る
と
、

回
答
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
「
よ
そ
に
て
も
」
は
、
部
外
者
か
ら
の
視

点
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
「
人
の
聞
か
ざ
ら
め
か
も
」
他
の

人
は
「
あ
は
れ
」
と
聞
く
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
、
こ
れ
も
よ
そ
事
の
よ
う

な
受
け
答
え
で
あ
る
。
「
ざ
ら
め
か
も
」
と
強
調
し
た
表
現
を
用
い
て
い
る

と
は
言
え
、
傍
観
者
の
物
言
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
権
力
者
が
懇
願
を

確
か
に
受
け
止
め
て
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
を
示
す
体
の
も
の
で
は
な
い
。

　

台
閣
の
首
座
に
あ
り
、
し
か
も
氏
長
者
で
あ
っ
た
忠
通
に
と
し
て
も
、
竪

義
の
人
選
を
左
右
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
点
を
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
が
、
歯
切
れ
の
悪
い
返
答
で
は
あ
る
。
そ
の

せ
い
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
に
つ
づ
く
忠
通
に
送
っ
た
基
俊
の
詩
と
和
歌
は
、
恨

み
が
ま
し
い
調
子
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
続
稿

を
期
し
た
い
。

　

注
（
１ 

）
詩
文
に
お
け
る
両
者
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
道
生
「
『
法
性

寺
殿
御
集
』
考
」
（
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
二
〇
〇
三
年

五
月
・
笠
間
書
院
、
所
収
）
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

（
２ 

）
基
俊
と
永
縁
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
橋
本
不
美
男
「
奈
良
花
林
院

歌
合
と
永
縁
奈
良
房
歌
合
」
（
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
一
九
六
六

年
二
月
・
武
蔵
野
書
院
、
所
収
）
参
照
。

（
３ 
）
前
句
の
「
飛
兎
」
は
古
の
駿
馬
。
後
漢
の
張
衡
「
東
京
賦
」
（
『
文

選
』
巻
三
）
に
「
却
二
走
馬
一
以
二
糞
車
一、
何
惜
三

与
二
飛
兎
一
」
と

あ
り
、
李
善
注
に
「
呂
氏
春
秋
曰
、
飛
兎

古
之
駿
馬
」
、
呂
延
済

注
に
「

日
行
五
千
里
、
兎
日
行
三
万
里
」
と
見
え
る
。
こ
の
詩
の

エ
ウ
デ
ウ

ハ

ハ
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解
釈
に
つ
い
て
は
、
焼
山
廣
志
「
道
真
の
「
郊
外
翫
レ
馬
」
「
和
下
田

大
夫
感
三
喜
勅
賜
二
白
馬
一
上
二
呈
諸
侍
中
一
之
詩
上
」
二
詩
の
解
釈
を
め

ぐ
っ
て
―
―
二
詩
の
第
七
・
八
句
の
表
現
を
中
心
に
―
―
」
（
「
国
文

学
論
考
」
第
十
六
号
、
一
九
八
〇
年
二
月
）
、
内
田
順
子
「
菅
原
道

真
の
「
基
経
五
十
賀
屛
風
図
詩
」
に
つ
い
て
―
―
「
用
賢
」
と
「
長

生
」
―
―
」
（
「
和
漢
比
較
文
学
」
第
三
十
九
号
、
二
〇
〇
七
年
八

月
）
参
照
。

（
４ 

）
こ
の
歌
の
「
九
重
の
沢
水
」
は
、
「
鶴
鳴
」
の
「
九
皐
」
を
言
い

換
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
こ
こ
の
へ
」
は
宮
中
・
宮
廷
の
意
で
あ

り
、
人
目
に
付
か
な
い
奥
深
い
と
こ
ろ
の
意
と
は
な
ら
な
い
。
同
歌
を

収
め
る
『
拾
遺
集
』
（
巻
九
・
571
・
雑
下
）
に
は
「
こ
こ
の
つ
」
と
あ

り
、
「
九
」
に
合
う
。
「
へ
」
と
「
つ
」
は
字
形
が
類
似
し
て
お
り
、

「
つ
」
を
「
へ
」
に
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
「
こ
こ
の
つ
の

沢
」
の
例
は
未
見
。

（
５ 

）
こ
の 

「
懸
車
」
「
携
杖
」
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
兼
盛
の
生
年
を

延
喜
十
一
・
二
（
九
一
一
・
二
）
年
と
推
定
し
た
。
拙
稿
「
「
懸
車
」

と
生
年
―
―
平
兼
盛
・
明
快
の
場
合
―
―
」
（
「
神
女
大
国
文
」
第
十

号
・
一
九
九
九
年
三
月
）
参
照
。

（
６ 

）
「
祁
奚
挙
レ
午
」
は
、
無
私
の
見
地
か
ら
人
事
に
つ
い
て
見
解
を
述

べ
た
逸
話
に
も
と
づ
く
。

　
　
　
　
　

 

祁
奚
請
レ
老
。
晉
侯
問
レ
嗣
焉
。
称
二
解
狐
一。
其
讎
也
。
将
レ

立
レ
之
而
卒
。
又
問
焉
。
対
曰
、
午
也
可
。
…
…
君
子
謂
、
祁

奚
於
レ
是
能
挙
レ
善
矣
。
称
二
其
讎
一
不
レ
為
レ
諂ヘ

ツ
ラ
ヒ
ト
。 

立
二
其
子
一

不
レ
為
レ
比
（
『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
三
年
）

　
　

 

す
な
わ
ち
春
秋
の
「
祁
奚
」
が
退
任
の
折
に
後
継
者
を
尋
ね
ら
れ
て
、

仇
敵
で
あ
る
解
狐
の
名
を
挙
げ
た
。
と
こ
ろ
が
狐
が
没
す
る
。
再
び
後

任
を
問
わ
れ
る
と
、
我
が
子
「
午
」
を
薦
め
た
と
い
う
も
の
。
匡
衡
の

場
合
は
、
ひ
た
す
ら
我
が
子
を
推
し
た
い
気
持
ち
を
示
す
た
め
に
用
い

て
い
る
。

（
７ 

）
「
岐
嶷
」
は
、
幼
少
な
が
ら
才
知
の
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。
『
毛

詩
』
（
大
雅
・
生
民
之
什
「
生
民
」
）
の
「

誕
オ
ホ
イ
ナ
ル
ナ
カ
ナ

実
匍
匐
、
克ヨ

ク

岐○

克

嶷○

」
に
も
と
づ
く
語
。
そ
の
毛
伝
に
「
岐ハ

知
意
也
。
嶷ハ

識
也
」
、
鄭
箋

に
「
能
匍
匐
則
岐
岐
然
、
意
有
レ
所
レ
知
也
。
其
貌
巍
巍
然
、
有
レ
所
二

識
別
一
也
」
と
見
え
る
。
そ
の
例
に
は
、

　
　
　
　

 

篤
生
二
吾
子
一、
誕
茂
二
淑
姿
一。
克
岐○

克
嶷○

、
知
レ
章
知
レ
微
（
『
文

選
』
巻
五
十
六
、
晉
の
潘
岳
「
楊
仲
武
誄
」
）

　
　
　
　

 

論
二
其
岐○

○嶷
一、
亦
孔
聖
之
師
、
大
項
橐
之
同
年
（
『
本
朝
文
粋
』

巻
九
・
258
、
大
江
匡
衡
「
冬
日
陪
二
東
宮
一、
聴
三
第
一
皇
孫
初
読
二

御
注
孝
経
一。
応
レ
令
詩
」
序
）

　
　

 

な
ど
が
あ
る
。
「
箕
裘
」
は
、
父
の
業
を
見
習
い
受
け
継
ぐ
、
家
業
を

引
き
継
ぐ
こ
と
。
『
礼
記
』
（
学
記
）
の
「
良
冶
之
子
、
必
学
レ
為
レ

裘○

、
良
弓
之
子
、
必
学
レ
為
レ
箕○

」
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
鍛
冶
屋
の

子
は
修
繕
の
練
習
た
め
に
皮
衣
を
作
る
こ
と
を
学
び
、
弓
家
の
子
は
弓

を
曲
げ
る
訓
練
と
し
て
箕
を
作
る
こ
と
か
ら
学
び
始
め
る
か
ら
だ
と
い

う
。
そ
の
例
に
は
、

　
　
　
　

 

明
時
対
策
有
二
名
聞
一、
負
二
担
箕○

○裘
一
不
レ
外
レ
分
（
『
菅
家
文



― 12 ―

草
』
巻
一
・
50
、
「
奉
レ
和
下
王
大
夫
賀
二
対
策
及
第
一
之
作
上
」
）

　
　
　
　

 

少
者
二
十
有
余
、
老
者
僅
過
二
三
十
一、
皆
継
二
箕○

○裘
一、
咸
列
二
昇

進
一
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
六
・
150
、
橘
直
幹
「
請
レ
被
下
特
蒙
二
天

恩
一、
兼
中
任
民
部
大
輔
闕
上
状
」
）

　
　

 

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
『
世
俗
諺
文
』
に
は
、
「
箕
裘
」
の
項
目
が
あ

る
。

（
８ 

）
高
階
貴
子
に
つ
い
て
は
、
西
木
忠
一
「
高
内
侍
」
（
『
平
安
文
学
論

考
』
一
九
七
三
年
六
月
・
大
学
堂
書
店
、
所
収
）
、
藤
本
一
恵
「
高
階

成
忠
女
考
」
（
『
平
安
中
期
文
学
の
研
究
』
一
九
八
六
年
三
月
・
桜
楓

社
、
所
収
）
参
照
。

（
９ 

）
「
夜
の
鶴
」
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
木
村
尚
志
「
和
歌
に
お

け
る
「
鶴
」
―
―
高
内
侍
と
西
行
の
和
歌
を
繫
ぐ
も
の
―
―
」
（
「
和

洋
女
子
大
学
紀
要
」
第
五
十
七
集
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
が
あ
る
。
た

だ
し
、
基
俊
の
和
歌
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
れ
な
い
。

（
10 

）
高
内
侍
の
漢
学
に
つ
い
て
の
教
養
は
、

　
　
　
　

 

女
な
れ
ど
、
真
名
な
ど
い
と
よ
く
書
き
け
れ
ば
、
内
侍
に
な
さ
せ

た
ま
ひ
て
、
高
内
侍
と
ぞ
言
ひ
け
る
。
…
…
母
北
の
方
の
才
な
ど

の
、
人
よ
り
異
な
り
け
れ
ば
に
や
、
こ
の
殿
の
男
君
た
ち
も
女
君

た
ち
も
、
み
な
御
年
の
ほ
ど
よ
り
は
、
い
と
こ
よ
な
う
ぞ
お
は
し

け
る
（
『
栄
花
物
語
』
さ
ま
ざ
ま
の
悦
び
。
「
母
北
の
方
」
は
高

内
侍
、
「
こ
の
殿
」
は
そ
の
夫
藤
原
道
隆
）

　
　
　
　

 

そ
れ
は
ま
こ
と
し
き
文
者
に
て
、
御
前
の
作
文
に
は
、
文
た
て
ま

つ
ら
れ
し
は
と
よ
。
少
々
の
男
に
は
勝
り
て
こ
そ
聞
こ
え
は
べ
り

し
か
（
『
大
鏡
』
中
・
内
大
臣
道
隆
）

　
　

 

に
明
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
漢
詩
文
は
残
っ
て
い
な
い
。


